The Code of Ethics of the U.S. Accounting Profession and Nonaudit Services, 1978 by 村上 理
─ 91 ─
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 31 号　（2021 年２月 25 日）
米国公認会計士の業務範囲の 
拡大と職業倫理基準
──1978 年 AICPA職業倫理規程規則 204 の設定を題材として──








































　本稿は、この 1978 年職業倫理規程規則 2045 を題材として、当該規則がどのようにして設定さ
2　また、松本［1989］においては、公認会計士が供するこのような業務に関する用語として、「マネ
ジメント・サービス（Management Services: MS）、マネジメント・アドバイザリー・サービス



























































　以上のような、拡大するMAS業務に対する米国会計士協会（The American Institute of 
Accountants: AIA）10 の反応は、早くも 1953 年には認められる。同年秋、AIAは、マネジメン















た切符をチェックするための記録システム）等を請け負った。Arthur Young & Co.は医療資材会社


































































かった。1969 年 2 月、マネジメント・サービス委員会より『MASに関する意見書』（Statement 



























ることを証明するべく行動を起こすこととなるのである（cf. Scott and Olson［1978］p.5）。この
ような状況は、MASの領域においても例外ではなかった。
2 ．3 ．MAS業務と監査人の独立性に関する議論の概要―1９70 年代後半から 1９82 年ま
で―













めに」（千代田［2014］p.207）動き始めることとなった。1978 年 6 月、SECは会計連続通牒
（Accounting Series Release: ASR）No.250 を、翌 1979 年 6 月には ASR No.264 を発行した（千






する意図のないことを表明した。1981 年に ASR No.264 撤回、翌 82 年には ASR No.250 も撤回
されたのである（千代田［2014］p.209）。
　ASR撤回を受ける形で AICPAは、1981 年から 1982 年に行為規範としての『MAS基準書』

























あるいは、懇請行為（Solicitation）の禁止規定や 1962 年に採択された職業倫理規程規則 3.03





























































　1973 年、職業倫理規程の「全面改正」（盛田［1976］p.15）が実施された。改正審議は 1967 年
から開始され、1972 年 5 月には AICPA理事会が改正原案を承認、1973 年 3 月に施行された（盛

















































24　なお、職業倫理基準の本文ではないが、AICPAの職業倫理部（Division of Professional Ethics）に












ものであった。続く 1978 年 10 月、当該規則に則り、AICPA評議員会は、MAS執行委員会






　1978 年に誕生した規則 204「その他の技術的基準」は、1973 年に誕生した規則 203 に倣い、
AICPA評議員会から指定された機関の公表した基準に準拠することを会員に要求したものであっ
た。これにより、MASの領域においても職業倫理基準を通じて会員を統制する道筋がついたので
ある。当時 AICPA執行部にとりもっとも緊急性の高かった規則 203 が完成を遂げたのち、この





















クターによって促された AICPAの改革、および、その成果としての規則 203、規則 202 の完成を
前提とした。これらの前提は、1973 年にようやく整うこととなり、その後、規則 204 が設定され
た。この結果、AICPAの自主規制システムは、新しい段階に入っていくこととなったのである。
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